
甲南大学法科大学院入学試験問題について  
－ 2 0 1 7 年 度 一 般 入 学 試 験 （ 後 期 募 集 ・ 2 月 1 8 日 分 ） －  

 
試 験 科 目 ： 刑 法  
 
1 .  出 題 趣 旨  

 
① 最 決 平 成 2 0・ 5・ 2 0 刑 集 6 2 - 6 - 1 7 8 6、② 最 決 平 成 2 0・ 6・

2 5 刑 集 6 2 - 6 - 1 8 5 9、 ③ 最 決 平 成 6・ 1 2・ 6 刑 集 4 8 - 8 - 5 0 9 等 、

正 当 防 衛 や 共 犯 に 関 す る 重 要 判 例 を 素 材 に 、 刑 法 総 論 の 基 礎

知 識 の み な ら ず 、 具 体 的 な 事 実 関 係 を 分 析 し て そ れ に 法 規 範

を 適 用 す る 能 力 及 び 論 理 的 思 考 力・論 述 力 を 試 す も の で あ る 。 
 
 
 
 
2 .  採 点 実 感  
 

問 題 文 に 表 れ た 事 実 が い か な る 構 成 要 件 要 素 の 該 当 性 判 断

に 関 係 が あ る と 考 え て い る か に つ い て の 一 応 の 記 述 は み ら れ

る も の の 、 事 実 と 構 成 要 件 な い し 適 用 条 文 の 文 言 と を 架 橋 す

る 評 価 が 全 く な さ れ て い な い 答 案 や 、 法 的 問 題 点 の 抽 出 に 当

た り 、 い か な る 事 実 が ど の よ う な 文 言 と の 関 係 で 当 該 問 題 を

提 起 す る の か に つ い て の 記 述 が 不 明 確 な 答 案 、 各 論 点 の 相 互

関 係 に 関 す る 理 解 が 正 確 と は 言 い 難 い 答 案 な ど が 散 見 さ れ た 。 
 
 
 
3 .  学 習 方 法  
 

判 例 に つ い て は 、判 示 部 分 だ け で な く 、事 案 も 丁 寧 に 読 み 、

両 者 を セ ッ ト で 理 解 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 重 要 事 項 に つ い

て は 、 教 科 書 及 び 条 文 を 確 認 し な が ら 、 具 体 例 に 即 し て 説 明

で き る よ う に す る こ と が 望 ま し い 。  
 
 
 


